
                         

第３３回事業委員会報告書 

 

日 時 : 平成３１年３月１３日 (水)  午後３時～午後４時３０分 

場 所 : 日本特殊陶業市民会館 第二会議室  

出 席 者：１１ 名 出席   

 

議 題  ： 伊藤委員長挨拶 

伊藤委員長挨拶概要： 

本日は年度末のお忙しい中、お集まり頂き有難うございます。 

本年度１年間の事業委員会お疲れ様でした。計画した事業も皆さまのお陰で

滞りなく終了出来ました事、感謝しております。 

本日は、本年度の活動総括と次年度の活動計画を検討したいと思いますので

よろしくお願いします。 

 

１．本年度事業委員会事業活動の総括について 

（１）第７回賛助会員との意見交換会について 

①・１１月１５日（木）、尾張一宮駅ビルにおいて開催 

・賛助会員１８社２３人、愛車協組合員２５人、報道１人の合計４９人参加 

②・事前に賛助会員も委員会に入れて検討すべきであった。 

・賛助会員の委員会をつくる必要もある。 

・賛助会員の購買が伸びるよう組合員も貢献すべきである。 

・組合員の参加が少なかった。 

 

（２）愛知コグニ会との合同研修会について 

①・１１月３日 (土)１０時から、株式会社ホンダカーズ三河及び享成自動車学 

校のご協力を得て、自動ブレーキ（衝突被害軽減ブレーキ）車の試乗体験

及びエーミング体験を開催 

・愛車協初めての試みとなる事業委員会及び愛知コグニ会合同開催として、
岡崎市にある享成自動車学校で、双方併せて２６社３２名の参加 

②・初めての試みとなり、非常に好評であった。 

・外の研修会であるため天候に左右され、主催者として心配事が多かった。 

 

 

２．次年度事業委員会の活動（案）について 

（１）第８回賛助会員との意見交換会を実施する。 

（２）賛助会員の工場訪問を実施する。 

（３）賛助会員の購買が促進するよう検討する。 

（４）賛助会員と組合員とも仲良くする方策を企画する。 

（５）賛助会員の人財の紹介をする機会を設ける。 

 

 

 



 

 

３．その他（事業・教育委員会合同） 

（１）日車協本部の動き 

  ①３月２０日の本部理事会に経営委員長として質問・要望書を上程してある。

②３月８日付けにて、国交省より特定認証制度に係るプレスリリースが発出さ 

れたので、今後の進捗状況を注視していきたい。 

③３月８日、本部の高度化自動車車体整備士技能講習会に参加した。 

 

（２）事務局より連絡事項 

①３０年度支部活動費について 

３０年度支部活動費を１支部員当たり当初予算案２千円から倍増の４千円 

を還元します。 

②４月になりましたら今年度に開催されました各支部会・部会の・回数・開催

日・参加人数及び次年度各支部会・部会・委員会開催予定の年間行事予定一

覧表への記載をお願いしますので、ご協力ください。 

③ホームページの会員工場の紹介欄の充実を図るため、各支部及び組合員に記 

載内容のフォーマットを作成し案内するので、ご協力ください。 

 

 ※以上で事業委員会の議事全てが終了したので、１６時３０分に閉会した。 


